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本学会設立の趣意

田 中 慎 也 （会長・前桜美林大学）

本学会 の活動は 「横 断 的」 という キーワー ドか

ら始まっ た。 現在に 至るも日 本の言 語教育は なお

優先 する。 今後本 学会が言 語政策問題研 究の場 で

ある と同時 に、 少 数民族や聾 軸者の手 話等の言 語

権問 題等 をも積極 的に取り上 げ、 問題 提起の場 に

も な れ ば と 願 っ て い る。

最 後にユ９９９年玉２月 に本 学会の 前身であ る日 本

言語 政策研究 会の設立準備遁委員 会においてＪ．Ｖ．

ネウス ト プニ ー先生 を申心と して作成 した研究 会

趣意 書を載 せておく。

「人 聞に とっ て言 語ほ ど大切 なも のは あり ませ

ん。 ま た、 言 語
ほ ど 愛 着 を 感 じ る 対 象 も な い で し

ょ う。 人 間 が こ れ を 鍛 え る こ と は 当 然 で す。 我 々

は こ と ば の 問 題 を 意 識 し、 そ れ
を 評 価 し、 調 整 の

計画 を立て て、 そ れを行動 に移します。 この行動

は個 人ある いは種々 の団体のも のであっ たり、 国

全体 のレ ベルで行 われたり します。

ま た、 問 題の種類 は、 臼本 語そのも のに関する

問 題 を は じ め、 日 本 で 使
わ れ る 他 の 言 語、 あ る い

は日 本人 が外国と の接 触で用 いる 言語ま で含ま れ

ます。 我々 は世界 の言語問題 に無関心 でいるわ け

に はいきま せん。 さらに、 狭 い意味で の言語の 問

題 だ け で な く
、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と イ ン タ ー ア

ク ショ ンー 般の 闘題 を考 察する 必要 もあ りま す。

し か し、 日 本 の 杜 会 で は、 人 々 は 團 内 あ る い は 国

外で の言 語問 題にまだ目 覚めていま せん。

本 研究 会は
、 言 語問

題へ の意識を高 めつつ、
そ

れが言語 政策、 言 語教育関係 団体や個 人の行動 に

ど の よ う に 現 れ て い る か、 あ る い は そ れ に ど の よ

う に対応 すべき かを討議する ための学 際的な研 究

の場 を作 るこ とを目的と します。」
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教員免許の更新講習と

目本語教育政策

宮 崎 里 司 （早稲 田大学）

などといった外国 人集住 地区を多く抱える地 域で、

教職に就く 教員にとっ ては、 第二言 語と して の日

本語習 得、 さら には 母言喬保 持教 育、 継 承語 教育、

異文化適 応教育な どの問題 は、 待っ
たな しの 課題

であり、 講習を通 して、 多少 なりとも 問題解 決を

図りたい と願う教員およ び教育 関係者 は少な から

ず い る の で は な い だ ろ う か。

教員免 許更新制 の導 入に伴い、０９年 度から始ま

受 講予定者 は、 年 鯖別 に講習時期 を分 け、 現役

の教員 や非常勤 講師 を対 象に、 教育 委員 会や学校

法 人がリ ス トア ッ プ し、 そ の 数は 年間１０万 人程

度 と 見 込 ま れ て い る。 ま た、 更 新 に
は
、 ３０ 時 聞 の

講習 と修了 認定が必 要で、 教育 をめ ぐる 最新の研

究成 果や指 導法な ど、 共 通 し
た 内容と、 教科

ごと

の専 門的な 内容に分 かれ るカリ キュラム の詳細に

つ い て は、 今 後、 文 部 科 学 省 の 諮 問 機 関 で あ る、

中央教育審 議会で検 討さ れ
、
今年 度内に省 令で定

め ら れ る 予 定 と の こ と だ。

こう した問題は、
当 然な がら

、
教育 学部系 の専

権・専従 業務である という見 方もある が、 教 育の

多様化に伴 い、 今後、
多言語化 する多 文化共 生社

会を視座 に置いた展 開が予想 される昨 今、 こ の教

免更新講 習を、 さま
ざまな関連 分野の 研究者 が協

同連携を 図りな がら、 大学全 体で検討 する 課題と

位置づ けるべき である。

例え ば、 筆者の本 務校のみ ならず、 日本 語教育

関連講座 を設置 して いる他大 学は、 講習
カリ キュ

ラム を検 討する 際に、 「多 文化共 生社 会」 な どと

いったコ ースを設置 し、 新た に日本 語教育 関連科

目を導 入しては どう だろう。

また
、 公
立学校の 教員 に対 して、

各教員 の得意

分野づく り、 専 門性 を高める といっ た観点 から運

用 し て い る、
現 行 の 十 年 経 験 者 研 修 は、

主 に、
教

育委員 会が主体 となって実 施して いるが、 こ れに

対 して も、 社会の 動向を 取り入れて、 日本 語教育

関連 講座な どを導入 して ほ しい。
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日本 言語政策 学会で は、 月 例研究 会を開催 して

います。 本 年度 は関西月例研 究会が 発足、 従 來の

月 例研 究 会は 「関東月 例 研究 会」 と 名称 を改 め
、

会場を 早稲 凹大学 に移すな ど、 躍動と発 展の年と

なっ ていま す。 月 例研 究会は 蓄
一語政策研 究者に 限

ら ず、 語 学 教 育 や 行 政、 司 法、 医 療、 福 祉、 開 発

援助
、
ビジ ネスな ど、 分野を問わ ず言語と 言語に

つい ての取り 組みに興味 をお持ち の方が広く 意蒐

㌶ ㌫ ㌻ ユア様１
臼本言語政策学会月例朋究会

日時 ：第４土 曜日 午 後３時 ～５時 （原 則）

場所： 早稲困 大学西早稲 田キャ ンパス２２号館

ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗｗ．ｗａｓｅｄヨ．ｊｐ／ｊｐ／ｃａｍ 陣ｓ／ｉｎｄｅｘ．
碁ｔｍ１

８ 階会議室

○こ れまでの 月例研 究会 （２００７ 年 ９ 月～１０ 月）

９月 ２２日： 中根育子 氏 （メルボルン大学 アジア研

究 所） 「オース トラ リア の法 的場 窟にお ける 異

文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」

１０月 ２７日 ：牧野 圭… 氏 （京都 精華 大学マ ン ガ文

化研究 センター長） 「紙 芝居 口演の現場から 「マ

ン ガの 読み取 り能力」 の深度を 測る」

○ 今後の 月例研 究会情報 について

次回 の眉 例研究 会は、 ユ２月！５日 （土） に中 野

区 役所職員 で
、 ろ
う 歴史研究 家の野呂 一さんを お

㌢㍗∴
専 門 （関 心 領 域）、 ④ 発 表 のタ イ ト ル、 ⑤ 概 要

（２００ 字 程 度）、 ⑥■連 絡・先、 ⑦ 発 表 希 望 の 月 、 を 明

記の 上、 月 例会担当 までお申 し込み下 さい。

（月例会担当運営委員 木村 猿橋）

日本 書語政策 学会の創 設と関東 での研究例 会の

発足以 来、 関西 地区でも研 究会を立 ち上 げるこ と

が大 きな 課題 であった。６月 の新体制発 足を受け、

本学 会創 設時のお一 人である 大谷泰照 先生を申心

に
、 西 山 教 行、 松 川 利 広、 杉 谷 眞 佐 子 の ４ 人 で、

第１ 回 を９月 ３０ 日、 関西 大学 で開 催す る運 びと

な っ た。 当 臼 の プ ロ グ ラ ム や 発 表 要 旨 は、 学 会 ＨＰ

で紹 介さ れて いるのでそ ちらを ご覧頂きた い。 東

京から は田申慎 也会長、 宮 崎里司 事務局長 初め理

事や運営 委員 の方々 も来 阪され、 関 西地区 会員と

合せて 参加者 総数は３７名 となっ た。

今回の 発表 は、
一臼本が選択 してきた 国際的立 場

と外 国語 教育政策 不在の間題 性、 フイ リ ピンを 中

心と した アジアでの英 語教育 の特徴と 日本への 問

題提 起、 フランスの自 国語普及 政策理 念とその推

移、 戦後 ドイ ツにお ける複数外 国語教育 や 「近 隣

国 の 言語 学 習」 と 日本 の 「単」 外 国 語教 育」 な

ど、 何 れも 「外国語教 育政策」 を テーマ とするも

のであっ た。 討論は①日 本で英語 と並 び他 の外国

言吾を学習 するこ との意義・ 可能性、 ② 小学校 での

英 語教育、 ③ 「教育用 語」 と しての英 語使用 を中

心 に展開 した。 語種によっ ては既に馴 染みの議 論

で ある か も しれない。 しか し 「言語横 飯的」 に、

さらに方 法論も異 なるとな ると、 新 しい論点 が加

わ る。 議 論の時 聞が充分 に確保できず、 発言で き

な いまま に会場 を去ら れた 方にはお詫 びを申 しあ

げたい。 本学会は、 外国語 教育が公的 に制度化 さ

れ１３０ 年以上 の歴史を 経た日本 で、 言 語の壁を 越

え 共通に その政策 について も議論できる 初めて の

学 会である。 今後の 活発な 交流を期待 したい。 言

語 政策に 関する様々 な問題 を取り上 げ、 横 断的 に

情 報交換、 槻半ｕ的 啓発が可能 な研 究会 活動 を続 け

て い き た い と 考 え て い る。

次回は西 山理事 を申心に、 欧州 評議会 での言 語

政 策 に 深 く 関 わ っ て き た フ ラ ン ス、 ナ ン シ ー 大 学

名 誉 教 授 Ｂｅｎｒ 閉 ｏｌｅｃ（ ア ン リ ・ オ レ ッ ク 、 ユＯ 月 ユ

日よ り ２００８年玉月 ３｝日 まで 京都 大学 客員 教 授）

を招 き、 「自律 的言 語学 習能力」 の 育成 に 関する

講 演、 及 びその よう な自 律 性育 成 と深 く 関 わる

け 欧 州 言 語 教 育 政 策 策 定 の た め の ガ イ ド』

（Ｂｅａｃｃｏ／Ｂｙｒａｍ 共 著。 欧 州 各 国 の 言 語 教 育 の 現 状

一一 ３ 一



分析と、 多言語・ 複言 語主義教 育の導 入を考える

際 の 重 要 な 分 析 ツ ー ル。 ＣＥＦＲ、
ポ ー ト フ 才 リ オ

とあわせ、 欧州 言語政策 の三位一 体的な概念 装置

日本 言語政策 学会第１０凶大会は２００８年１ユ月 ８

日 （土）、９日 （日） の両臼、 奈良教育大 学 （大会

委員 長 松川利広） にお いて開催 されま す。
’大 会 テ ー マ ・ 発 表 募 集 等 の 情 報 は 順 次、 学 会

ＨＰ に掲 載 しま す。 詳細 は 冊 でご確 認くだ さい。

ま た、 次号以降の 会報 でも 大会関係 情報を 提供

していく 予定です。

監事

（退任） 青山文啓 （桜美林大学）

（新任） 細谷美代子 （筑波技術大学）

運営委員

㍗々 ㌣

論文募集のお知らせ

学会 誌 『言語政策』 第４号への 投稿を 募集 し

て い ま す。 奮 っ て ご 応 募 く だ さ い。

締 め 切 り ： ２００７ 年 １２ 月 末 日

投 稿 種 別 １ 研 究 論 文 ・ 研 究 ノ ー ト ・ 調 査 報 告 ・

政 策 提 言 ・ 短 信 ・ 書 評 ・ 関 連 情 報

そ の他、 詳細 は ＨＰ の 「投稿 要領」 「執 筆 要

領」 を ご覧く ださい。

劣淳紬箏１
共 通語と しての英語 教育 と第二外 国語」 は大 会初

日 の １６ 日 に 行 わ れ ま し た。

２００７ 年度学 会 総 会 は二 ８目 の！７ 日に 開 かれ、

予 定さ れた議案は すべ て承認さ れま した。

２００７年ユ至月互日 発行

発行 者 日 本言語政策 学会

（会報担当 高民定 細谷美代子）

事 務 濁 干１６９－８０５０

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 王一７一王４

早稲 蘭大学２２号館７０４

宮崎里司研究室
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